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【要 旨】
大分県Y市では、平成１８年から小学校を専任とするALT（外国語指導助手）を市独自

の予算で配置し、英語教育の充実を図ってきた。本稿では、Y市の公立小学校と公立中学
校の、それぞれ６年生と１年生を対象に行った英語学習についての意識調査の調査結果を
分析した。小学６年生は英語活動についておおむね肯定的にとらえている一方で、中学１
年生は英語学習についてはあまり肯定的にとらえていないことが明らかになった。また、
小学校での英語活動が中学校での英語の勉強に役に立ったとはあまり思っていないことも
示された。
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１ はじめに

平成２０年３月の学習指導要領改訂で小学校５
年生、６年生に対して外国語活動が必修となっ
た。平成２１年、２２年の２年間の試行期間を経
て、平成２３年４月から全国の小学校で、週１時
間、年間３６時間の外国語活動がおこなわれるこ
とになった。これまで総合的な学習の時間で英
会話などの活動を取り入れていた学校も多く、
大半でALT主導の授業が行われてきた。指導
者の研修不足などの問題も多く、必修化となっ
ても現場ではまだまだ先生方は不安を抱えたま

まで授業を行っているのが現状である。
研究指定を受けて研究を進めてきた学校や、

「特区」で独自なカリキュラムを進めてきた小
学校もある一方で、ALTが派遣される時間だ
け英会話などの活動を行ってきた学校もあるな
ど、学校間で差がかなり見られるのが実情で
あった。このように学校間の差がある中でのス
タートした外国語活動であるが、生徒はその外
国語活動をどのように感じているのか、どのよ
うな活動を好んでいるのかなど、生徒の意識を
必修化直前のこの時期に調査するのは意味があ
ると考える。
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２ 研究の目的

本研究では、小学６年生が英語活動に対して
どのように感じているかを調査し、英語活動が
好きなのか、どの活動が好きなのか、英語活動
を行うことでどのような意識の変化があったか
を明らかにすることである。また、中学１年生
が英語学習に対してどのように感じているかを
調査し、さらに小学校における英語活動がどの
ように中学校での学習に影響を及ぼしているか
を情緒面から明らかにすることである。

３ 調査について

３．１ 実施時期
２０１１年２月～３月

３．２ 対象者：
大分県Y市の全公立小学校６年生３３２名と全

公立中学校１年生２９３名

３．３ 内容
小学６年生には、フェースシート４項目、英

語活動に関する５段階尺度形式９項目と自由記
述形式１項目から成るアンケートを実施。ま
た、中学１年生にフェースシート４項目と英語
学習に関する５段階尺度形式２２項目からなるア
ンケートを実施。

４ 調査結果

４．１ フェースシートについて
小学６年生へのアンケート調査では、まず

フェースシートにおいて授業以外での英語学習
の経験、習っている場所、習っている期間、外
国での居住経験、国、期間について聞いた。有
効回答者２９０名中７５名が授業以外で英語を習っ
ていることがわかった。内訳は男子４１名、女子
３４名であった。１年以上習っている生徒は３５名
で、中には７年、８年と答えた生徒や４歳から
という回答もあった。また外国での居住経験が

ある生徒は３名で、アメリカに２名（６か月と
１年）と中国に１名（１年）であった。
中学１年生へのアンケート調査でも、小学６

年生と同様にフェースシートにおいて授業以外
での英語学習の経験、習っている場所、習って
いる期間、外国での居住経験、国、期間につい
て聞いた。有効回答者２９１名中１０８名が授業以外
で英語を習っていることがわかった。そのうち
２９名が中学入学後に授業外で英語を習い始め
た。外国での居住経験がある生徒は１名で、イ
ギリスに２年間であった。この生徒は塾で１０年
間英語を習っていると回答していた。

４．２ 小学校の英語活動についてー全体の傾
向

小学６年生への質問紙では、英語活動をどの
ように感じているかについて９項目について５
段階形式で尋ねた。９項目の質問内容と平均
（M）と標準偏差（SD）は表１に示すとおり
である。各項目は、３．０１から４．２９の間で推移し
ており、おおむねどの項目も肯定的に捉えられ
ていた。
平均値の一番高い項目は２の「英語活動の中

でゲームをすることが楽しい」で、一番低い項
目は６の「英語活動をするようになってから、
日本語により興味、関心を持つようになった」
であった。

４．３ 小学校の英語活動についてー男女別比
較

男女別平均値を示したものが図１である。男
子の各項目は２．９から４．３の間で推移しており、
女子の各項目は３．１５から４．２で推移していた。
特に質問項目６の男子の平均値２．９は、すべて
の平均値の中で一番低い値であった。男子の平
均値が女子の平均値より高い項目は、質問項目
１，２，３で、反対に女子の平均値が男子の平
均値より高いものは質問項目４，５，６，７，
８，９であった。
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４．４ 小学校の英語活動について－授業外で
英語を習っている生徒と習っていない
生徒の比較

授業外で英語を習っている生徒と、授業外で
英語を習っていない生徒についての平均値を示
したものが図２である。質問項目１から９のす
べての項目について、授業外で英語を習ってい
る生徒の平均値が、授業外で英語を習っていな
い生徒の平均値を上回った。特に質問項目５
「英語活動をしているので、英語で話したり、
聞いたりすることに慣れた。」，質問項目８「英
語活動をするようになってから，外国の文化や
外国の人々の考え方を理解することが大事だと
思うようになった。」、質問９「外国の人と話す
機会があれば、できるだけ英語で話したいと思
う。」についてその差が顕著であった。

４．５ 小学校の英語活動について－地区別比
較

Y市では特に英語教育の充実にむけて全市で
取り組んできた。その政策の一貫として、平成
１８年から小学校で教えるALTを市の独自予算
で雇用し、全小学校を３つの地区に分け、それ
ぞれの地区に一人のALTを派遣している。
これまで学校や地区ごとにカリキュラムを組

み、総合的な学習の時間における異文化理解な
どの活動の中で、ALTを中心に英会話などを
行ってきた。移行期間中は英語ノートⅠ，Ⅱを
それぞれの学校の実態に合わせて取り入れ、初
年度年間１０時間、２年度は年間２０時間の外国語
活動を行い、２３年度からの週１時間、年間３５時
間の英語活動の実施に向けて準備を進めてき
た。
その地区別の調査結果を示したものが図３で

質問内容 平均 標準偏差
質問１ 英語活動は楽しい ４．０４ １．０５

質問２ 英語活動の中でゲームをすることが楽しい（ごっこ遊び、ロールプレイなどを含む） ４．２９ ０．９８

質問３ 英語活動の中でＡＬＴと英語で話しをすることが楽しい ３．６５ １．１０

質問４ 英語活動の中で歌を歌うことが楽しい ３．３３ １．１８

質問５ 英語活動をしているので、英語で話したり、聞いたりすることに慣れた。 ３．４７ １．２１

質問６ 英語活動をするようになってから、日本語により興味、関心を持つようになった ３．０１ １．２３

質問７ 英語活動をするようになってから、日本の文化や日本人の考え方を外国の人々
に伝えることが大事だと思うようになった ３．４４ １．１０

質問８ 英語活動をするようになってから、外国の文化や外国の人々の考え方を理解す
ることが大事だと思うようになった ３．６９ １．０８

質問９ 外国の人と話す機会があれば、できるだけ英語で話したいと思う ３．８５ １．３３

表１ 英語活動について（小学６年生） （N＝３１４）

図１ 男女別比較 図２ 授業外での英語学習の有無
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ある。ほとんどの項目について、B地区の平均
値が他の地区の平均値を上回っていた。特に質
問項目５，８，９の平均値はその他の地区、又
全体と比べるとその差が顕著であった。また、
C校区のすべての項目の平均値が他の校区の平
均値を下回っていた。

４．６ 中学校の調査結果
中学１年生を対象に行った質問紙のすべての

項目の平均値と標準偏差値を示したものが表２
である。平均値は２．３３から３．０８の間で推移して
いた。平均値が一番低い項目は質問５「英語の
授業で、ゲームやクイズをすることが好きであ
る。」で、二番目に低い項目は質問１９「中学校
で英語を勉強する上で、小学校で行った英語活
動が役に立っている。」であった。平均値が一
番高い項目は、質問６「英語の授業で、英語の

歌を聞くことが好きである。」であった。

４．７ 中学校の英語学習－カテゴリー毎の地
区別比較

中学校の質問紙については、樋口（２００７）を
参考に７つのカテゴリーを設定し、各カテゴ
リーに１～６の質問項目を作成した。各カテゴ
リーの質問項目は表３のとおりである。
小学校のA地区の生徒が進学するA中学

校、B地区の生徒が進学するB中学校、C地
区の生徒が進学するC中学校別に、カテゴ
リー１について各項目の平均値を示したものが
図４である。特に質問項目１「英語の学習が好
きである。」についてA，Cの中学校の生徒の
平均値がそれぞれ２．３と２．５であるのに対して、
B中学校の平均値は３．７と突出していた。また、
質問項目５「英語の授業で、ゲームやクイズを

図３ 地区別比較

図４ カテゴリー１の平均値 図５ カテゴリー４～８の平均値
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質問内容 MD SD
質問１ 英語の学習が好きである。 ２．７１ １．２０

質問２ 英語の学習の中では、どちらかというと聞いたり、話したりする活動が好きで
ある。 ２．９１ １．２１

質問３ 英語の学習の中では、どちらかというと読んだり、書いたりする活動が好きで
ある。 ２．６９ １．１６

質問４ 英語の授業で、ＡＬＴと話すことや、ＡＬＴの話す英語を聞くことが好きであ
る。 ２．７８ １．０６

質問５ 英語の授業で、ゲームやクイズをすることが好きである。 ２．３３ １．３３

質問６ 英語の授業で、英語の歌を聞くことが好きである。 ３．０８ １．０７

質問７ 授業以外で、英語を他の教科よりもよく勉強する ２．８１ １．２３

質問８ 間違いを気にせず、英語で話したり、書いたりする努力をしている ２．７４ １．０６

質問９ 外国の人と話す機会があれば、できるだけ英語を使おうとしている。 ２．８１ １．１２

質問１０ 授業以外で、英語を聞いたり、読んだりして自分の英語の上達に活かそうと努
力している。 ２．８０ １．１３

質問１１ 英語で自分のことを伝えたり、相手のことを尋ねたりするなど話す力をつけた
いので、英語を勉強しようと思う ２．７０ １．１１

質問１２ 外国の文化や外国の人の考え方を理解したいので、英語を勉強しようと思う。 ２．７９ １．０６

質問１３ 将来仕事をする時に英語が必要になると思うので、英語を勉強しようと思う。 ２．６７ １．２０

質問１４ 学校の試験や大学入試で良い成績を取りたいので、英語を勉強しようと思う。 ２．４８ １．２４

質問１５ 英語で手紙や電子メールを書いたりする力をつけたいので、英語を勉強しよう
と思う。 ２．８０ １．１４

質問１６ 英語で読み物や雑誌を読んだりする力をつけたいので、英語を勉強しようと思
う。 ２．７８ １．１３

質問１７ 外国の人に英語で話しかけられたら、ジェスチャーなどを交えてでもコミュニ
ケーションを図ろうとする。 ２．８１ １．１３

質問１８ 外国の人と話したり、交流する機会があれば、できるだけ参加したい。 ２．８９ １．１９

質問１９ 中学校で英語を勉強する上で、小学校で行った英語活動が役に立っている。 ２．５９ １．１７

質問２０ 英語の勉強を通して、日本語により興味、関心を持つようになった。 ２．８２ １．１７

質問２１ 英語の勉強を通して、日本文化や日本人の考え方により興味、関心を持つよう
になった。 ２．７８ １．０６

質問２２ 英語の勉強を通して、外国の文化や外国の人の考え方により興味、関心を持つ
ようになった。 ２．７９ １．１３

質問項目

カテゴリー１ 英語学習に対する関心・意欲・態度 １，２，３，４，５，６，７

カテゴリー２ 学習方略 ８，９，１０

カテゴリー３ 学習動機 １１，１２，１３，１４，１５，１６

カテゴリー４ コミュニケーションに対する態度 １７

カテゴリー５ 交流への関心 １８

カテゴリー６ 自言語・自文化への関心 ２０，２１

カテゴリー７ 他文化への関心 ２２

カテゴリー８ 小学校外国語活動との関連 １９

表２ 英語学習について（中学校） （N＝２５４）

表３ カテゴリー別の質問項目

Bulletin of Beppu University Junior College，３１（２０１２）

― ９７ ―



図６ カテゴリー１の平均値

図７ カテゴリー４～８の平均値

することが好きである。」の平均値が３．６と他の
２校に比べ突出していた。
さらに、カテゴリー４，５，６，７，８につ

いて各中学校別の平均値を示したものが図５で
ある。特に質問項目２０，２１，２２についてB中
学校の平均値が３点代台で、他の２校より高
かった。

４．８ 中学校の英語学習－カテゴリー毎の男
女比較

カテゴリー１の質問項目１から７について、
男女別の平均値を示したものが図６である。質
問項目１の「英語の学習が好きである。」と質
問項目７の「授業以外で、英語を他の教科より
もよく勉強する。」について男女別の平均値に
ほとんど差がなかった。質問項目１と７以外の
すべての質問項目については、女子の平均値が
男子の平均値を上回っていた。特に質問項目６
の「英語の授業で、英語の歌を聞くのが好きで
ある。」について女子の平均値が３．２５と高かっ
た。
カテゴリー４から８に含まれる質問項目１７か

ら２２について、男女別の平均値を示したものが
図７である。質問項目１７，２０，２１については、
男女の平均値にほとんど差が見られなかった
が、質問項目１８，１９，２２については女子の平均
値が男子の平均値を上回っていた。特に質問項
目１８の「外国の人と話したり、交流する機会が
あれば、できるだけ参加したい。」について女
子の平均値が３．０８と高く男女の差も顕著であっ
た。

４．９ 自由記述式回答内容
小学６年生への質問紙で、「英語活動につい

て、こうして欲しいという要望（お願い）や、
思っていることがあればなんでも書いてくださ
い。」という項目を設けた。５６名から得られた
回答内容を、「授業の内容について」「授業の進
め方について」「指導者について」「授業の回
数、時間数について」「その他」の項目ごとに
分けたものが表４である。授業内容についての
要望が圧倒的に多く、ゲームを増やして欲しい
という要望が多く見られた。また、英語活動の
回数や時間数を増やして欲しいという要望も多
く出された。一方で、「ゲームより勉強をした
い」「英語を教えてほしい」「ひっきたいをかけ
るようにしてほしい」といった要望も見られた。

５ 考 察

５．１ 小学校の英語活動について
本調査では、A市の小学６年生は英語活動

を楽しいと感じ、おおむね英語活動を肯定的に
とらえていることが明らかになった。これは小
学校における外国語活動のねらいである「体験
的な学習」が十分に行われていることも一つの
要因であると考えられる。平均値が一番低かっ
た質問項目６の「英語活動をするようになって
から、日本語により興味、関心を持つように
なった。」は質問自体も小学６年生には難しい
と思われるが、英語活動を通してどのように自
国語に興味、関心を持たせていくかは今後の課
題だと思われる。
授業外で英語を習っている生徒が全体の４割
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＜英語活動の内容について＞
もう少し、ゲームをしたい。
もうちょっと単語を多くして欲しい
もうちょとみんなとふれ合える遊びをしてほしい。
英話活動のゲームをたくさんしたい。
もっとゲームをふやしてほしい。
訳をもう少し増やしてほしい。
もっとみんなで遊びたい（英語に関する事）
もっとゲームをふやしてほしい。
ゲームをしてほしい。
もっとゲームを増やしてほしい。
私はフランスに行ったことがあります。世界の話し方が学びたい。
ゲームを増やしてほしい。
もっとたくさん話せるようになりたい。色々な国の言葉を知りたい。
英語のいいかた
ゲームの時間を増やしてほしい
もっとゲームをしてほしい
もっとあそびの要素を取り入れたものがたくさんほしい
ハロウィンパーティーしたい。
国名をあてるゲームがしたい
つうやくをしたい！
どんどん会話させる（みんなに色々言わせる）
もっとゲームをふやしてほしい。
ちょっとだけ書く練習とか、簡単な単語はかけるようになりたい。
ローマ字などではなく、「ひっきたい」をかけるようにしてほしい。
もっと、まじめにして下さい。ゲームより勉強したいんですけど。
英語の書きとりなどしてほしい。
＜授業の進め方について＞
発音が分からないから、細かく分かりやすくおしえてほしい。
ゲームの勝ち負けをなくしてほしい（英語ができない人がいるから）英語で歌を沢山教えてほしい
日本語であとからやくしてほしいです。
これからも、楽しく英語の授業をしてください！！お願いします。
日本語で説明してほしい
もっと、ゆっくりしてほしい。覚えずらい
英語をいった後日本語をゆっくりいってほしい。
もうちっとみんなにきいてほしい。
単語などを覚えるとき、ちょっとしたゲームをしてほしい。＜指導者について＞
色々な国の先生に教えてもらいたい
英語の先生は日本人の人で、女の先生がいい。
先生を増やしてほしい。
＜授業の回数、時間数について＞
週に２回しかきてないけれど毎日きてほしいです。なぜならいろいろな行じをいっしょにできたりして英語を話
すきかいがふえるからです。
ATL の先生が毎日来てくれたら英語で会話する事が増えるから毎日来てほしい
毎日学校に来てほしい。すれちがったとき話せるから
毎日来てほしい
毎日一時間ずつしたい
毎日、学校に来てほしい。理由｜先生と話す機会を作りたいから。
毎日きてほしいです。わけはすれちがった時に英語ではなしたいからです。
回数をもっと増やしてほしい
週に３回ぐらいにはしてほしい。
学校にできるだけ来てほしい
毎日学校に来てほしいです。
毎日学校に来てほしい。理由、日常的に英語がつかえるから
英語の時間を長くしてほしい。
週３回にふやしてほしい
先生に毎日来てほしい
なんとなく週に、２，３回は欲しい・１パターンな授業はいやだ
もっと授業の数を増やしてほしい。高いレベルまでやりたい。小学校で、塾に行かずに、英検５級までとりたい
＜その他＞
外国の人をこの挾間小学校に連れてきてください。
教科書がほしい。（家で見れるように）

表４ 自由記述
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近くいたことは、英語の必修化に伴って生徒や
保護者の英語に対する意識が高まっていること
を示していると思われる。また授業外で英語を
習っている生徒が、英語を習っていない生徒よ
り英語活動に対して全般的に肯定的にとらえて
いることが示された。このことは授業外で習っ
ている生徒と習っていない生徒との、英語に対
する慣れ親しみ度に差が出てくる可能性も示唆
しており、今後の授業の進め方への配慮も求め
られるであろう。
自由記述では、授業の内容についての要望が

圧倒的に多かった。特に、「ゲームを増やして
欲しい」という要望をあげた生徒が多かったこ
とは、生徒たちが飽きずにまだ行いたいと思う
ような活動作りを、先生たちが工夫して行って
いる結果だろうと思われる。また、英語活動の
時間や回数を増やして欲しいという要望がとて
も多く出たことは、生徒が英語活動を肯定的に
とらえていることを示していると思われる。
その一方で、「英語の勉強がしたい」という

要望を出した生徒がいたことは、現在の小学校
の英語活動の在り方について再考の余地がある
ことも示唆されたと思われる。また、小学６年
生という発達段階に照らし合わせると、「ひっ
きたいをかけるようにしてほしい」や「かきと
りなどもしてほしい」といった要望がでること
もうなずける。

５．２ 中学校の英語学習について
調査では中学入学後１年経過した１年生は、

英語の勉強をあまり肯定的にとらえていないこ
とが示された。小学６年生がかなり英語活動を
楽しく感じていたことからすると、この１年間
で大きな変化が見られたことになる。小学校で
はとても楽しかったゲームやクイズも、中学で
はあまり好まない傾向が見られる。中学校では
英語は教科となり、「勉強する」ものというよ
うに生徒の意識に変化が出てきたと思われる。
特に小学校で英語活動を行ったことが中学で

の英語の勉強に役に立ったと肯定的にとらえて
いない傾向が見られたことは残念なことであ
る。「小学校の英語活動は楽しかったけど、中

学での英語の勉強には役に立たない」という意
識につながっているのではないかと思われる。
中学校での英語学習にスムーズにつなげるため
に、小学校での英語活動の在り方を再考する余
地があることが示唆されていると思われる。
また、B中学校の生徒が他の２中学校の生徒

に比べ、より「英語の学習が好きである」と強
く感じていることが示された。B地区の小学生
も他の２地区に比べるとわずかであるが、英語
活動についてより肯定的にとらえている傾向が
示された。このことが中学校での英語学習に影
響しているのか、他の要因があるのか興味深い
ところである。さらに、C中学校の生徒が他の
２中学校の生徒に比べ、より授業でゲームやク
イズをすることが好きである傾向が示された。
平均値の差がかなり顕著であるので、C地区の
小学校で行われているゲームやクイズの内容や
頻度などについて調べるとともに、C中学校で
の授業で行われるゲームやクイズなどについて
も調べると興味深い結果が得られると思われ
る。

６ まとめと今後の課題

本調査研究において、小学６年生は小学校英
語活動の中で行うごっこ遊びやロールプレイな
どを含むゲームを楽しんで行い、英語活動を楽
しいと感じていることが明らかになった。自由
記述回答からも、「もっと英語活動をしたい」
「もっとＡＬＴの先生と話したい」と思ってい
ることが明らかになった。これは英語で自分の
言いたいことが言えた、相手に伝わったという
コミュニケーションの楽しさを実感している表
れであり、学習指導要領にもある「積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度」が育っ
ていることが伺われる喜ばしいことである。
その反面、「ゲームより勉強をしたい」「筆記

体をかけるようにしてほしい」「簡単な単語は
書けるようになりたい」という要望も少数では
あるがでていることは、小学６年生という発達
段階からすると当然のことだと思われる。この
ことは、小学６年生の興味・関心にあった「聞
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く・話す」活動をどのように作っていくのか、
また、「文字指導」はどのようにあるべきか、
「担任主導」の外国語活動で良いかなど、現在
の外国語活動について再考の余地があることが
示唆されていると考える。
また、中学１年生が小学校で行った英語活動

が中学校での英語の勉強に役に立っているとは
あまり思っていない調査結果は、これまで幾度
となく言われてきた「何のために英語を学ぶか」
という問いについて改めて考えるきっかけと
なった。小学校外国語活動で感じた「英語を使
う楽しさ」を、英語を使う必要性の少ないＥＦ
Ｌの環境下でどのように中学校で継続させてい
くかを、小学校中学校のみならず英語教育に携
わる人達が真剣に考えなければならない。
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